
１．施設の概要
（１）所在地　　　　　　　　出雲市斐川町名島90番地

（２）代表者　　　　　　　　施設長　矢野真吾

（３）開設年月日　　　　　　昭和６１年８月１日

２．事業の種類・定員

３．事業の概況

　　令和７度　障害者支援施設 太陽の里　 事 業 報 告 書

令和８年3月31日現在

事　　　　　　　　　　　　業 定　　員（現員）

障害者支援施設　太陽の里

　施設入所支援 　　　30名（30名）
　生活介護 　　　40名（40名）

　　 　6名（男性4名 女性2名）
　なじまホームⅡ 　　　 6名（男性6名）
　なじまホームⅢ 　　 　6名（女性6名）

特定相談・一般相談 　相談支援

　就労継続支援B型 　　　40名（37名）
　短期入所 　　 　2名

共同生活援助（グループホーム）

　湖　西　寮 　　　 6名（男性6名）
　しんかわホーム 　　 　6名（男性5名）
　なじまホーム

事　　業　　名 概　　　　　　　　　　　　　　　　　　況

生 活 介 護

現利用者数40名
　自宅から通所7名、グループホームから通所6名、施設入所から27名。高齢化、
身体機能の低下や重度化が昨年より進んでいる。特に嚥下機能に問題があり、食
事にとろみをつけたり、きざみでの食事を提供する利用者が増えた。
健康を維持するために1日のうちに必ず運動やストレッチを行う機会を設けた。
高齢グループを分けて、それぞれの身体能力に合ったストレッチや運動を提供し
た。また、買物や外食といった外出するイベントを提供し、楽しみを持って活動
参加できるよう配慮した。
生産活動では、ハウスや露地で野菜や花苗を育て販売をした。また、空き缶潰し
や就労継続支援B型事業と連携、ミニトマトの調整など農業にかかわる活動を提
供した。得た収入は全て支給金に還元を行った。

就 労 継 続 支 援 B 型

　現利用者数37名
　（自宅から通所15名、グループホームから通所20名、施設入所から2名）
　昨年に引き続き猛暑となり、クールベストの着用、休憩時間を延長したサマー
タイムを導入し、熱中症対策に努めた。高温障害により、玉葱、生姜が不作と
なったが、白ネギ、水稲は土寄せ、水管理をしっかりすることで目標以上の収益
となった。今年度から「せわやき隊」に続く、刈払い機衛生講習会を受講した利
用者、職員からなる「草刈り隊」を結成し、地域の方からの依頼が増となった。
また、今年から職員に採用となった長岡職業指導員の影響が大きく、「頑張れば
結果出る」といった思いが、他の利用者を奮い立たせ、今まで以上の力を発揮で
きる場面が見られた。
加工班ではミックスソースの容器をパウチに変更した。消費者から使いやすいと
の評価あり。また、新商品の開発として地元企業である斐川食品が開発された
「皮・種まるごとソース」の製造を継承していくために試作の実施。８年度も試
作を重ね販売を見込んでいる。
偶数月に開催している「サンサン市」は、回を重ねるごとに地域の方々の認知度
が高まり、併せてインスタグラムの効果も相まって集客に効果がでた。
利用者のやる気や潜在的能力を発揮させることでＢ型全体の収益も上がり、平均
工賃も上がった。
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４.利用者の状況
（１）年齢・性別の状況（歳以上～歳未満）　　令和８年３月31日

＊最高年齢：87歳 ＊最低年齢：19歳

（２）利用期間の状況（年以上～年未満）

（３）動向

：自宅2名

施 設 入 所 支 援

現利用者数30名（男性24名、女性6名）
　日中は、28名が生活介護及び就労継続B型事業を利用、2名が他の事業所に通所
している。
　高齢化により、身体機能や歩行機能が低下している利用者が増えており、階段
昇降時の介助や移動の見守りを行った。入浴支援の際は移動時の介助や洗体、洗
髪の介助を行った。今後、高齢化する利用者が安全に生活できるように環境整備
が課題となっている。
利用者の誕生月にバースデイ外出を企画し、本人が希望する外出を実施した。
地域移行（グループホーム）を希望する利用者にグループホームの見学や説明を
行った。個別支援計画において、本人の意向を尊重した上でご家族や後見人から
の支援を受け本人に寄り添った計画を実施した。
地域連携推進会議を実施し、地域の方と交流を持ち、施設や利用者の理解促進を
図った。

短 期 入 所

定員2名
　将来的な入所を視野に入れて、定期的な短期入所の利用があった。また、必要
な時に短期入所を利用できるよう新たに1名の利用契約を行った。出雲市「ささ
え愛（緊急時）」の利用は今年度は利用はなかった。

共 同 生 活 援 助

現利用者数29名
　日中は、23名が太陽の里に通所、他事業所との併用が5名、他事業所のみの利
用者が1名。
　夜間、休日において、生活面の支援を行っている。重度化、高齢化がすすみ、
夜間専門員を配置し定期的に体調確認がとれる体制を継続し、緊急時の対応を
行っている。健康面では、看護師を配置し、定期受診の付き添い、服薬管理を
行っている。食事は管理栄養士が立てた献立に基づき、世話人が調理して提供。
家庭的な雰囲気の中で食事ができるようになっている。休日は、利用者のニーズ
に合わせた買物支援や趣味を活かした活動の支援、移動販売車の利用を行った。
各ホームにWi-Fi環境を整えたことで夜間、休日等の過ごし方が充実できるよう
になった。　　　　　　　　　　　同法人内である特別養護老人ホームかんべの
里のワンユニットを利用して定員8名の障害者グループホームホーム開設に向け
て準備を行った。令和8年6月からの開設を予定している。

相 談 支 援

　出雲市在住の障害者からの相談に対応して必要な支援を行っている。
　主に知的障害者とその同居家族からの相談に対応しているが、単身世帯、障害
者世帯からの相談対応が増えてきた。主な支援内容は健康、生活、金銭管理、年
金申請のサポート、フードドライブ、地域移行、地域定着支援、人間関係の悩み
の対応を行なった。
　計画相談「サービス等利用計画」を作成している人が89名。（上記の単身、障
害者世帯も含む）
　利用者本人、ご家族の意向に配慮しつつ必要に応じて病院への同行やサービス
の変更のための見学、関係機関との連携を行った。

20歳未満 20～30 30～40 40～50 50～60 60～70 70歳以上 計
男　性 1 14 3 12 8 10 10 58
女　性 0 2 4 4 5 2 5 22

＊平均年齢：49.6歳

１年未満 1～10 10～20 20～30 30年以上 計
58

女　性 0 6 5 8 3 22
男　性 4 18 7 15 14

＊最長利用期間：39年　＊平均利用期間：17.7年　　

　 契約開始 契約解除 契約解除理由　：死亡退所1名　
男　性 4 5 　　　　　　　：他の事業所1名
女　性 0 0 　　　　　　　：入院1名
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５．利用状況
（１）障害者支援施設他

なし 1 2 3 4 5 6
30 0 0 0 0 10 14 6
40 0 0 0 1 13 18 7
40 10 0 5 13 8 1 0
2 0 0 0 0 1 1 0
30 0 0 6 10 11 2 0

（２）相談支援

６．健康管理
（１）医療関係

　
（２）検診・検査・測定等

７．給食の状況
（１）食事提供時間 （２）特別食の実施状況

（３）栄養ケアマネジメント

（４）その他

（人） （％）
施 設 入 所 支 援 30 91.8 4.9

事　　　業 定員
障　害　支　援　区　分 計 利用率

平均区分

短 期 入 所 事 業 2 13.0 4.5
共 同 生 活 援 助 29 82.6 3.3

生 活 介 護 39 87.1 4.8
就 労 継 続 支 援 B 型 37 83.7 -

そ の 他 計
相 談 支 援 140 359 409 414 147 102 1,571

来 所 訪 問 電 話 関係機関 同 行

主 な 通 院 先
こころの医療センター　海星病院　出雲徳洲会病院

とうぎ皮膚科クリニック　にしこおり耳鼻咽喉科クリニック

頻 度 対象者 備 考

その他　電子メール等

協 力 医 療 機 関 島根県立中央病院

配 置 医 師
内   科 ： たまがわ内科クリニック

精神科  ： エスポアール出雲クリニック

ひの歯科クリニック　錦織整形外科医院　渡辺眼科医院

胸 部 レ ン ト ゲ ン 年：1回 全 員 島根県環境保健公社
血 液 検 査 年：1回 全 員 ヘルスサイエンスセンター島根

精 神 科 相 談 月：2回 関係者 精神科配置医師
内 科 健 康 診 断 年：2回 全 員 内科配置医師

内　　科　　診　　察 月：1回 関係者 内科配置医師
イ ン フ ル エ ン ザ 年：1回 希 望 者 内科配置医師

胃 癌 検 診 年：1回 関係者 島根県環境保健公社
体重・血圧測定・検

尿
随 時 全 員 看護師　管理栄養士

昼　　食 12：00 ～ 13：00 　選　　　　択　　　　食 月 ： 1回
夕　  食 18：00 ～ 19：00

新型コロナワクチン 年：1回 希 望 者 内科配置医師

朝　　食     7：30 ～  8：30 　行　　　　事　　　　食 年 ： 7回

1 日 当 た り の 平 均 栄 養 量 1,650kcal
嗜好調査（リクエストボックス） 随   時

残 食 調 査 毎食観察

対　象　者 入所利用者 30名 　

1 日 当 た り の 平 均 食 材 費 980円

ミ ー ル ラ ウ ン ド
（ 他 職 種 連 携 の 食 事 評 価 ）

月1回

スクリーニング（栄養マネジメント） 年4回

ミールラウンドの実施により利用者の気づきができ、肘掛け椅子の導入など
安全面において配慮した。
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８．工賃・支給金の支払状況
（１）支払要領 支払要綱による

（２）支払方法 現金支払（毎月末）

（３）支払実績 ①工賃（就労継続B型）

（月額）1,261円
９．自治会・家族会の状況

１０．行事・レクリエーションの実施状況

月

4

6

　

12

R8.1

R8.3

１１．防災対策
（１）防災設備等の点検 業者による定期点検、職員による自主点検

（２）非常時の連絡・訓練
夜間避難訓練　令和7年5月29日（木）、7月16日（水）、令和8年2月28日（土）

消火訓練　　令和7年9月30日（火）、12月13日（金）夜間専門員、調理員対象
総合避難訓練　（太陽の里・かんべの里）令和7年10月10日（金）

　　　  内容： 総合訓練・消火訓練
家電使用点検　（入所・グループホーム）11月～12月実施
水害訓練　　　（太陽の里・グループホーム→あしたの丘）7月9日（水）

総合避難訓練　（太陽の里　単独）令和8年2月28日
　　　   内容： 総合訓練・消火訓練・地震による避難訓練

グループホーム
　　　夜間訓練（全ホーム）令和7年7月22日（火）～7月30日（水）
　　　世話人対象とした消火・通報訓練　令和7年9月30日（火）

　　　　　原子力災害における屋内退避訓練令和7年12月4日（木）
本館・GH

本館自主点検（年2回）　　　令和7年6月　令和8年1月
防火対策委員会（年3回及び適宜）　令和7年5月、6月　令和8年2月
浸水時の避難確保計画（出雲市に提出済）
水害訓練実施報告書　（出雲市に提出済）

　

支払総額 10,876,540円
平均工賃（月額） 28,866円

②支給金（生活介護）
支払総額 605,680円
平均支給金（年額） 15,142円

会 員 数 規　約 会　費 活　　　　　動　　　　　内　　　　　容
ひまわり会 29名 あり 月：500円 新聞購読、誕生会（毎月）、休日のお菓子

家　族　会 70名 あり 月：800円 家族会役員会・総会・里祭共催

11
　里まつり（利用者・家族・地域の方・職員・・出店・ステージで演目）

　共同作業（玉ねぎの植付け、創作活動　利用者・家族・職員） 

  忘年会（生活介護・就労継続B型・GHに分かれて実施・平田　大社　松江方面）

　とんど祭（施設敷地内　利用者・職員）

　年度末懇親会（出雲ロイヤルホテル　利用者・家族・喜和会役員）

　　　　＊ひまわり会々員：入所利用者のみ

行  事  ・  レ  ク  リ  エ  ー  シ  ョ  ン

　花見（斐川公園・三刀屋河川敷）　

　共同作業（玉ねぎの収穫、花壇の花植作業　利用者・家族・職員）

9
　日帰り旅行（松江城・とっとり花回廊・蒜山高原）

　GH食事会（コミュニティセンター）

原子力災害における屋内待機訓練（本館入所）　令和7年12月4日（木）
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１２．緊急時対応

新型コロナウイルス対応　　　　　　　感染症対策
感染症・食中毒まん延防止　　　　　　感染症対策
食中毒予防　　　　　　　　　　　　　嘔吐物処理方法
無断外出対応　　　　　　　　　　　　事故発生時対応

事業継続計画（BCP）見直し令和7年11月
災害発生時（豪雨・地震など）
浸水時における避難確保
感染症発生時における対応
原子力災害における避難計画

１３．権利擁護
（１）虐待防止 太陽の里運営規程の中に虐待防止のための措置を明記

令和7年9月30日　虐待防止内部研修（第1回）
令和7年12月2日　虐待防止内部研修（第2回）
令和8年3月31日　虐待防止内部研修（第3回）

新任研修の実施（虐待防止・権利擁護・身体拘束
令和7年7月28日　新任研修（虐待防止・権利擁護・身体拘束）

セルフチェックリストの実施

（2）身体拘束の禁止 太陽の里運営規程の中に禁止を明記
虐待防止に併せ、委員会及び研修会の実施
新任研修の実施（虐待防止・権利擁護・身体拘束

（3）苦情解決 苦情解決第三者委員：2名委嘱　毎月1回相談日
年:2回、苦情解決委員会を開催

（４）成年後見制度の活用 第三者後見人：5名 家族（親族）後見人：21名

１４．預り金管理
（１）管理数

（２）管理体制
印鑑保管責任者：施設長　　　　出　納　員　　：事務員

（３）保管場所 印鑑：通帳は、鍵付き金庫にて別々に保管

１５．整備・取得状況
１階当直室改装
詰所の拡張整備・エアコン設置
階段センサーの取付
本館WiFi環境の設置
女子棟、乾燥機設置
本館内手すり設置
ＧＨWi-Fi環境設置
公用車（就労用）９人乗り（貨物）キャラバン
フォークリフト（就労用）
勤怠管理ｆｒｅｅｅ導入
キュービクル　変圧器取替
２階トイレブース取替
金庫・テーブル・イス　施設長室
本館スプリンクラー設置（一部追加）
文字起しソフト導入（相談事業）

10名（入所：6名、共同生活援助：4名）

（１）各マニュアル インフルエンザ施設内感染予防　　　　感染症対応

虐待防止委員会の開催
虐待防止研修会の実施

総括管理責任者：施設長　　　　通帳保管責任者：庶務係長
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１６．実習等受入状況

出雲養護学校　体験実習
6/9～6/13　 1人
10/15～10/17 1人
11/17～11/28　　2人
10/24～10/24 25人 就労継続B型事業見学

松江養護学校　体験実習
11/18～11/20 2人 6人

トリニティカレッジ出雲　職場体験
11/6～11/7 2人

斐川西中学校　職場体験学習
10/24～10/26 4人

島根大学　介護等体験
1人

１７．職員の状況
（１）職員数

区　　　　　分 延受入人数
障 害 者 の 体 験 実 習 63名

課長補佐

2

区　　　分 職　　　　名 人数

常勤職員

正　規

施設長 1

生活支援員 9

職業指導員 2

事業課長

1

サービス管理責任者 3

事務員 2

管理栄養士 2

相談支援専門員 2

看護師 1

調理員 1

嘱　託

生活支援員 1

職業指導員 2

事務員 1

調理員 3

職業指導員 0

非常勤職員 パート

生活支援員 15

看護師 1

調理員 1

合　　計 58（正規25、嘱託6、パート27）

事務員 3

運転手 0

世話人 7
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（２）勤務時間

（３）研修状況
①施設内研修 　

9名 委員会

実践報告会

3名

救急蘇生法習得研修　（消防署員来園）

感染対策研修前期・後期

魅力向上プロジェクト

②派遣研修

就労ネットワーク会議（相談）　市役所

知的障害を学ぶ基礎研修

伝達研修　虐待防止・権利擁護

相談初任者研修　（山本）

キャリアパス生涯研修　チームリーダーコース

就労選択支援説明会

島根県相談支援部会研修

形　態 時 間 帯 職　　　　　種

日　勤 　 8：30 ～ 17：30 全職種

遅　出
　10：15 ～ 19：15 調理員
　17：00 ～ 21：00 生活支援員

早　出
　 6：30 ～ 15：30 調理員
　 7：00 ～ 16：00 調理員
　 7：30 ～ 16：30 職業指導員・生活支援員（送迎）

夜　勤

　15：30 ～ 翌 9：30 生活支援員
　17：00 ～ 翌 9：00 生活支援員
　21：00 ～ 翌 9：00 夜間専門生活支援員
　19：00 ～ 翌 9：00 GH夜間専門生活支援員

遅　出 　16：00 ～ 18：30 グループホーム世話人
日　勤 　10：00 ～ 14：00 グループホーム世話人

半　勤 　 8：30 ～ 12：30 全職種

早　出 　 6：00 ～  8：30 グループホーム世話人

新任職員研修（虐待防止・権利擁護・身体拘束） R7.7.28 新任職員

R7.7/2　8/29 全職員

新任職員研修プログラム（プリセプターシップ） 　　R7.5/17～R8.5/30 1名　生活支援員

研　　　修　　　名　　　称 開 催 年 月 日 参 加 者 数

虐待・身体拘束防止委員会 R7.5.7

R7.6.26 全職員

R7.7/29　R8.1/29　1/30 全職員

虐待防止内部研修（交流ホーム） R7．9/30　12/2　R8．3/31 全職員

施設内伝達研修：権利擁護・人権侵害研修 職員会議 全職員

新任職員研修プログラム（プリセプターシップ） 　　R7.6/9～R8.6/30 1名　管理栄養士

新任職員研修プログラム（プリセプターシップ） 　　R7.8/27～R8.8/30 1名　調理員

4

新任職員マナー研修　朱鷺会館 1

2

サービス調整会議（相談）　市役所 1

　　R7.7/1～R8.3/31 全職員

人権研修（太陽の里、かんべの里 合同）外部講師 R8.2.20 全職員

月 研　　　　　修　　　　　名 参加者数

1

6

サービス調整会議（相談）　市役所 2

2

1

サビ管・児発管等ネットワーク会議　日中活動系WG 1

加工トマト連携会議（関係事業所） 3

5

サビ管・児発管等ネットワーク会議　就労支援　　居住系 2

キャリアパス生涯研修　管理者コース 1

意思決定支援研修　 2

3

1

1

1

相談支援従事者初任者研修会（朱鷺会館） 1

7

支援区分認定調査員研修 1

サービス調整会議（相談）　市役所 1

施設長管理者研修　（いきいきプラザ） 2

サビ管・児発管等ネットワーク会議　（就労支援　居住　日中） 1

全国知的障害関係施設長等会議（東京）
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救急蘇生法習得研修　（消防署員来園）

農耕車限定大型特殊自動車免許取得

キャリアパス対応生涯研修・初任者研修

強度行動障害基礎研修

高齢者、障害雇用に関する助成金研修　朱鷺会館

苦情解決研修会

農福連携推進研修会（京都）講師派遣

原子力災害時の避難対策研修会（四つ葉園）

リスクマネジメント管理者研修

リスクマネジメント一般研修

アンガーマネジメント研修

第三次労働災害防止説明会（合同庁舎）

強度行動障害フォローアップ研修

人権・権利擁護研修　

県知的障害福祉協会研修委員会

問題解決力強化研修

意思決定支援研修　

島根県委託事業障がい者地域移行・地域定着研修

出雲市ビヨンド研修

（４）会議の状況

安全運転管理者研修 1

7

全員

1

8

2

1

ほのぼの運用改善研修 3

島根県知的障害福祉協会・研修委員会

1

サビ管・児発管等ネットワーク会議　就労支援WG 1

9

第一種衛生管理者研修 1

キャリアパス管理職研修 1

1

問題解決力強化研修 1

労務管理者研修　朱鷺会館（高尾） 1

1

強度行動障害基礎研修（河上） 1

避難行動要支援者実務研修

外国人雇用セミナー 2

サビ管・児発管等ネットワーク会議　就労支援WG 2

サビ管・児発管等ネットワーク会議　グループホームWG 1

11

メンタルヘルスケア研修会 1

メンタルヘルスケア一般研修会 1

支援スタッフ研修会 2

3

強度行動障害実務研修 1

12

メンタルヘルスケア管理職研修会 1

1

1

1

2

1

サビ管・児発管等ネットワーク会議　居住系WG 1

共同生活援助事業所サービス管理責任者研修 1

1

1

2

虐待防止・権利擁護研修　 2

サビ管・児発管等ネットワーク会議　（就労支援　居住　日中） 1

罪を犯した人の支援に携わる福祉関係者のための研修 1

R8.1

1

1

1

1

1

1

原子力災害時の社会福祉施設等の避難対策研修会（県庁） 2

事　業　会　議 サービス向上、意見調整、意思統一 月：1回
課長、係長、主任
サビ管

職　員　会　議 施設運営の周知と意見調整 月：1回 全職員

3 島根県知的障害者福祉協会 1

名　　　　　称 内　　　　　　　　　　容 開　催 対　　　象　　　者

ケ ー ス 会 議 サービス向上、意見調整、意思統一 月：1回 全職員

授　産　会　議
事業活動全般の報告・確認

随時
施設長、課長、課長補佐
サビ管　所属職員月次収支の確認

就労継続支援Ｂ型
　　　スタッフ会議

生産活動の実績報告と工賃・支給金支給等　
月：1回

事業課長、サビ管
所属職員支援内容の意見調整、意思統一
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１８．その他

（１）広報活動 里だより（隔月発行）
ホームページに掲載
福祉事業所向け説明会への参加（出雲養護学校）
進路説明会への参加（出雲養護学校）
進路説明会への参加（松江養護学校）

（２）地域貢献事業
4月6日（日）幹線水路掃除　（北島自治会）　2名参加　　
4月6日（日）なの花祭り出店（伊波野コミュニティセンター）
7月～8月　　　かんべの里～太陽の里の土手下水路掃除　8名参加
7月31日（水）ボランティア活動　フードドライブ（出雲市社協）

　　　　仕分け作業・2名参加　
10月4日（土）出西コミュニティセンター軽トラ市出店
10月18日（土）伊波野地区文化祭出店
10月25日（土）出東コミュニティセンター祭出店
10月7日（金）刈払機取扱い作業者に対する安全衛生教育講師派遣
　　島根県就労事業振興センター主催（会場：農林大学校）

（３）補助金事業 社会福祉法人等エネルギーコスト削減対策緊急支援事業

（４）表彰式 尼　仁久：令和8年1月20日（火）山陰中央新報社会福祉事業団表彰
（永年勤続者表彰）

（５）ボランティア受入 10月4日（土）島根水道から7名来園され環境整備をしていただいた
（内容：施設周りの除草、作業棟の窓ふき）

（６）視察
農福連携取組みについて全国障害者就労事業振興センター

（内容：12名　福祉事業所の連携によるトマト栽培等視察）

10月24日（金）就労支援ネットワーク会議（企業との連携）

（内容：教員3名、学生25名、養護学校で栽培した加工トマトの製造過程）

（７）運営指導・実施監査 11月13日（木）　　令和7年度指定特定相談支援事業所、実地指導（出雲市）

指導を受けた部分については、訂正・改善状況を後日
出雲市に報告を行った。

（７）寄贈 6月26日（水）宍道湖漁業協同組合から、しじみの寄贈
12月24日（水）伊波野児童民生委員から、みかんの寄贈
1月30日（金）JA斐川地区本部から物価高騰による、商品券の寄贈

生活介護
      スタッフ会議

活動・支援内容の確認
月：1回

事業課長、サビ管
所属職員支援内容の意見調整、意思統一

キュービクル（高圧トランス）取替

7月11日（金）島根県就労事業振興センター

8月20日（水）全国農業新聞取材：農福連携、食品加工の取組み）

9月24日（水）出雲養護学校から加工場の見学

共同生活援助
　　　　 世話人会

支援内容の意見調整、意思統一 月：1回
事業課長、GHサビ管
世話人　看護師　管理栄
養士

衛生委員会
労働災害の原因及び再発防止対策
労働者の健康障害の防止

月：1回
産業医、衛生管理者、総
務係長、事業課長、係
長、看護師、管理栄養士

共同生活援助
　　　スタッフ会議

支援内容の確認・調整、意思統一 月：1回
事業課長、サビ管
所属職員

健　康　会　議 利用者の健康面に関して検討、調整 月：1回
事業課長、サビ管
看護師、管理栄養士、
調理員
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3月2日（月）　JAしまね女性部から、米の寄贈

（８）地域連携推進会議 入所事業、共同生活援助事業の事業運営の説明と施設見学
地域の有識者、行政、利用者、家族の方が参加

（９）その他 10月8日（水）出雲市就労ネットワーク・交流会スクール受入
就労継続B型事業所　1名
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